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第 54回（2012年度第 2回）幹事会議事要録
日時：2012年 1月 28日（土）  14:00～ 17:00
場所：中央大学理工学部 2号館
出席者：守田会長，西田事務局長，吉田庶務幹事，松本会
計幹事，西本広報・渉外幹事，能城編集委員長，工藤編
集副委員長，佐々木行事委員長

報告事項
１．会員動向：2012年 1月 23日現在の会員数が報告さ
れた（名誉会員 3名，賛助会員 1社，一般会員 353名，
学生会員 29名，団体会員 9団体）。
２．会計納入状況：2009年度より 4年分の会費を滞納し
ている会員が 8名いることが報告された。
３．会費の二重徴収について：会員から会費納付状況の問
い合わせがあり，会費の二重徴収があったことが報告さ
れた。二重徴収となった会員には今回のミスについて謝
罪し，二重徴収により過払いとなった分を 2012年度会
費に充当することとした。また，過去 2年分については
確認済みであること，またそれ以前については分かりう
る範囲で会計幹事が確認したことがあわせて報告された。
４．植生史研究の編集状況：第 21巻 1号が 2012年 2月

15日に発行する予定であることが報告された。第 21巻
2号以降は，査読中の原著論文が 1本，短報が 2本ある
ことが報告された。

5．第 26回大会報告：第 26回弘前大会の参加者および会
計収支が報告された。参加者は 162名（一般 61名，学
生 7名，非会員 94名）で，公開シンポジウムへの一般
参加者は 68名であった。
６．第 33回談話会報告：2011年 11月 6～ 7日に第 33
回談話会（テーマ「下北半島猿ヵ森砂丘のヒバ埋没林」）
が開催され，参加者が 20名（一般会員 15名，学生会
員 2名，一般参加者 3名）であったことが報告された。
７．第 27回大会準備状況：第 27回大会を 2012年 11月

23・24日に新潟県長岡市アオーレ長岡にて開催するこ
とが報告された。また，巡検（第 35回談話会）につい
ては，新潟大学演習林などを見学する内容を検討してい
ることが報告された。
８．奨励賞：第 8回日本植生史学会奨励賞のスケジュール
について確認し，2012年 5月 1日に審査委員会を編成し，
7月末までに決定することが報告された。

審議事項
１．第 34回談話会：2012年 4月 28～ 30日の日程で第

34回談話会「韓国東南部の植生と植物利用」を韓国慶
州において開催することとした。
２．特別号の発行について：IOP/IOPC東京大会にむけて，
日本の花粉分析資料に関する植生史研究の特別 3号を発
行することとし，担当する編集委員会を設置した。
３．植生史研究における年代表記法について：植生史研究
の投稿規定には年代の表記方法についての取り決めがな
いため，関連学会の規定を参考に，今後検討していくこ
ととした。
４．次号ニュースレターについて：次号ニュースレターは
第 27回大会と第 34回談話会の案内として，2012年 2
月 17日に刊行することとした。
５．交換雑誌や寄贈図書の取り扱いについて：第 53回幹
事会で検討した案に基づき，次回の評議員会にて検討す
ることとなった。
６．植生史研究バックナンバーの価格改定について：植
生史研究バックナンバーの 17巻 2号までの価格を 1冊
500円に，また特別 2号の価格を 1冊 1000円に改訂す
ることとした。
７．次回幹事会について：次回の幹事会は 2012年 7月

14日（土）に中央大学にて開催することとした。

第 55回（2012年度第 3回）幹事会議事要録
日時：2012年 7月 15日（日）  13:00～ 17:00
場所：文京区民センター　3階 3-C会議室
出席者：守田会長，西田事務局長，吉田庶務幹事，松本会
計幹事，西本広報・渉外幹事，工藤編集副委員長，佐々
木行事委員長

報告事項
１．会員動向：2012年 7月 4日現在の会員数が報告さ
れた（名誉会員 3名，賛助会員 1社，一般会員 353名，
学生会員 28名，団体会員 8団体）。 
２．会計納入状況：2009年度より 4年分の会費を滞納し
ている会員が 5名おり，2012年 1月以降に督促を行っ
ていないことから，事務局に督促を行うよう依頼するこ
ととなった。 
３．植生史研究の編集状況：第 21巻 2号が 2012年 9月
に発行する予定であることが報告された。 
４．植生史研究特別第 3号について：発行の延期が報告さ
れた。
５．第 34回談話会報告：2012年 4月 28～ 30日に第 34
回談話会（テーマ「韓国東南部の植生と植物利用」）が
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開催され，参加者が 7名（一般会員 5名，一般参加者 2
名）であったことが報告された。
６．IPC/IOPC参加費補助金について：吉田明弘氏（東北
大学植物園）と小林真生子氏（千葉大学）を IPC/IOPC
参加費補助金の対象者とすることが報告された。 
７．奨励賞の選考結果について：吉田明弘氏を第 8回奨励
賞の受賞者とする事が報告された。

審議事項
１．表彰規程および表彰（学会賞・奨励賞・論文賞）に関
する内規の改正について：会長は審査委員会に加わらず，
審査委員会からの審査結果の答申を受けることとし，ま
た審査委員の構成数を奇数名とする，日本植生史学会規
定（表彰規定）および日本植生史学会内規（学会賞に関
わる内規，奨励賞に関わる内規，および論文賞に関わる
内規）の改訂案について審議し，一部文章を修正した上
で承認した。 
２．第 27回大会・第 35回談話会について：第 27回大会
の日程及び公開シンポジウムと巡検を含む開催内容につ
いての報告があり，承認した。公開シンポジウムのテー
マは「越後平野の原風景，縄文人と森とのかかわり（仮
題）」とし，また「佐渡の天然スギ」をテーマとした巡検
（第 35回日本植生史学会談話会）を行うこととなった。 
３．次号ニュースレターの内容について：次号ニュースレ
ター（No.27）に第 27回大会の案内（第 2報），第 35
回談話会案内，及び会費納入のお願い等を掲載すること
が報告され，了承された。 
４．奈良文化財研究所からの依頼について：奈良文化財研
究所からあった東日本大震災復興事業（発掘調査）への
協力依頼について審議し，適切な会員を本人の了解を得
た上で紹介することは可能であるとする旨の返答をする
こととした。 
５．IPC/IOPC2012での植生史研究の販売について：IPC/

IOPC2012での植生史研究の販売について検討し，第
19巻 1–2号（Metasequoiaシンポジウム特集号）を
500円にて販売することとした。 
６．IPC/IOPC協力委員会予算の使途について：IPC/IOPC
協力委員会予算の使途について検討し，IPC/IOPC協力 
委員会が実施する巡検の準備に必要な経費について支出
可能であることを確認した。 
７．法人化について：日本植生史学会の法人化について検
討し，任意団体で継続することとし，さらに評議員会で
議論することとした。 
８．第 27回大会プログラムについて：大会プログラムの
郵送スケジュールについて提案があり，11月初旬に郵送
することとした。

９．次回幹事会について：次回幹事会は第 27回大会にあ
わせ， 11月 22日（木）および 23日（金）にアオーレ長
岡市民交流ホール A楽屋において行うこととした。

第 8回日本植生史学会奨励賞審査結果報告
厳正に審査を行った結果，第 8回日本植生史学会奨励賞
を吉田明弘氏に授与することが決まりましたので報告いた
します。なお，授与式と受賞記念講演は，11月 23日の第
27回新潟大会にて行います。
第 8回日本植生史学会奨励賞審査委員長　守田益宗

会員の逝去について
正会員菊池多賀夫君が，2011年 8月 29日に逝去され
ました。謹んで哀悼の意を表します。
正会員宮地直道君が，2011年 10月 30日に逝去されま
した。謹んで哀悼の意を表します。
正会員山本秀夫君が，2012年 8月に逝去されました。
謹んで哀悼の意を表します。

会員動向（2012年 1月～ 2012年 7月）
新入会員
山本総光（学生）東京大学大学院
木村俊夫（学生）放送大学埼玉学習センター
西内李佳（学生）千葉大学大学院
米田恭子（一般）株式会社パレオ・ラボ

退会会員（逝去会員を含む）
舒　軍武，田村憲司，宮地直道，松本優衣，丸善（株）

会費納入のお願い
2012 年度会費の早期納付にご協力下さい。よろしくお
願いします。
会費を長期滞納している方につきましては，会費納入の
呼びかけに応じない場合，2012 年度大会での承認を経て
除名となります。未納会費の早期納付をお願いいたします。

第 8期日本植生史学会役員
（任期：2012年度 10月 1日～ 2014年度大会）
会　長　：守田益宗
評議員　：南木睦彦，松下まり子，紀藤典夫，辻誠一郎
会計監査：朝川毅守
幹　事　：西田治文（事務局長），吉田圭一郎（庶務），松
本みどり（会計），西本寛（広報・渉外）
編集委員会：能城修一（委員長），工藤 雄一郎（副委員長）
行事委員会：佐々木 由香（委員長），庄田 慎矢（副委員長）
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各種連絡先
入会・異動・退会・講読の申し込み
（バックナンバー購入，メーリングリストアドレス登録・変
更，メーリングリストへの投稿記事）
〒 166-8532　東京都杉並区和田 3-30-22
大学生協学会支援センター内　日本植生史学会事務局
Tel：03-5307-1175  Fax：03-5307-1196
E-mail：hisbot@univcoop.or.jp

連絡・問い合わせ，転載許可申請
庶務幹事　吉田圭一郎
〒 240-8501　神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-2
横浜国立大学教育人間科学部
Tel & Fax：045-339-3425
E-mail：hbmain@hisbot.jp

雑誌投稿に関する問い合わせ，企業広告送付先
編集委員長　能城修一
E-mail：hbjournal@hisbot.jp

ホームページや企業広告に関する問い合わせ
広報・渉外幹事　西本　寛
E-mail：hbnews@hisbot.jp

査読者への謝辞
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